
33  物性研だより第 63 巻第 2 号   ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

 

 

 

 

明治大学理工学部  楠瀬 博明 

 

 2022 年度は，常次宏一先生と秘書の辻さんの行き届い

たホスピタリティのおかげで、客員所員として大変充実し

た一年を送ることができました。物性研には、これまでに

も研究会やセミナーなどの機会に度々お邪魔することはあ

りましたが、2020 年度以降はコロナ禍の影響で長らく足

を運ぶこともなく、今回客員として久しぶりに柏キャンパ

スを訪れました。私は 2013 年度にも客員所員としてお世

話になったことがありますが、そのときと比べて、物性研

の陣容も私自身も世の中も大きく様変わりしており、最初

にキャンパスの入口に来たときには、この 10 年弱の出来

事が色々と思い出されて感慨深いものがありました。 

 さて、客員研究のテーマは「拡張多極子基底を用いたモ

デル構築手法の一般化と固体物性研究への展開」という些

か誇大なタイトルですが、前回の客員以降に特に大きく進

展した多極子の理論をさらに大きく展開させようというの

が主な眼目です。「多極子」は電磁気学に登場する双極子

などの物理的実体を記述する物理量というのが一般的な認

識だと思いますが、そのような認識を改めて、「多極子」

を電子系や格子系を対称性に基づいて記述するための最適

な完全基底とみなすことで、物質科学の見方が変わってき

ます。固体物性を特徴づけるのは、回転や時間・空間反転

の対称性が失われた「異方性」なので、角度空間に関する

完全系である多極子が最適だというわけです。お馴染みの

電気・磁気多極子のほかにパリティの性質が逆転した電

気・磁気トロイダル多極子を加えると完全基底を構成でき

ます。そこで、我々は馴染みの薄い磁気トロイダル多極子、

電気トロイダル多極子について順に研究を進めてきて、物

質中のカイラリティを記述する「秩序変数」が電気トロイ

ダル単極子であることから、最近はカイラリティの物理に

注力しています。 

 そのような経緯で、常次先生とは「カイラル・フォノン」

について微視的な立場で研究を始めました。カイラリティ

は鏡映と空間反転の対称性をもたない状態と定義されます

が、これにより、電場や電流のような極性量と角運動量の

ような軸性量があらゆる方向で結合します。極性・軸性ベ

クトルのスカラー結合が電気トロイダル単極子というわけ

で、カイラル結晶のフォノンにおいて、カイラリティの特

徴や電気トロイダル単極子がどのように顔を出すのか、と

いうことを主に議論しました。常次先生と私は、物理の着

想や記述法の好みが大きく違っているのですが、お互いに

意思疎通ができる(常次先生が上手く譲歩してくださって

いる)のが議論相手によいところです。常次先生の指摘は

鋭いので、考えがまとまらずモヤモヤしているところがク

リアになって、消耗はしますが大変有意義です。こういう

意思疎通がしっかりできるが視点や発想が異なる組み合わ

せというのは、研究活動において重要なことだと思います。 

 このカイラリティというホットな話題で、ISSP ワーク

ショップ「カイラル物質科学の新展開」を開催させていた

だき、コロナ禍の研究者の皆さんの「議論飢え」もあり、

3 日間で延べ 500 名の大変盛況な研究会となりました。私

は成り行き任せの性格なため、この主催にあたっても、常

次先生の緻密なチェックと辻さん、鈴木さんを中心とした

秘書さん・学生さん達の強力なバックアップに大いに助け

られました。本務では秘書さんはおらず事務手続きは普段

すべて自分でやっているので、有能な秘書さんに頼れる環

境は羨ましくもあり、来所の手続きもテキパキとやってく

ださるのでとても快適でした。また、ぜひお世話になりた

いところです。 

 当初は、折角の機会なので他の理論や実験の先生方、若

手の方々とも積極的に交流を深め、共同研究の種を増やそ

うと思っていましたが、楽しい時間が経つのは思いの外は

やく、気がついたら客員の期間が終わってしまいました。

この点は心残りですが、今後ときどきお邪魔する良い口実

になりそうです。 

 最後になりましたが、コロナ禍の制限があるなかで客員

として受け入れてくださった前所長の森先生をはじめとす

る所員の先生方、快適な環境を提供してくださった理論事

務の辻さん、鈴木さん、物性研共同利用係および総務係の

方々にこの場を借りて感謝申し上げます。 
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KEK 物質構造科学研究所中性子  遠藤 仁 

 

2022 年度に客員所員を勤めました、KEK 物構研中性子

の遠藤仁です。ホストになって頂いた眞弓皓一准教授はじ

め、附属中性子科学研究施設の皆様に感謝致します。私は

2005 年 12 月から震災直前となる 2010 年 10 月の間に附

属中性子科学研究施設にて勤務させて頂いておりましたの

で、今回古巣に戻る様な形となりました。実は、物性研所

属中、「物性研だより」に寄稿する機会には残念ながら一

度も恵まれませんでしたので、今回、この原稿依頼を喜ん

で引き受けた次第です。 

私はドイツのユーリッヒ研究所で中性子小角散乱法を主

な実験手法として博士課程を修了し、それ以降、現在まで

一貫して中性子散乱を用いて物性研究を続けて来ました。

「ドイツで博士号を獲ろう」と思い立ったのは、日本での

修士課程の実験で JRR3 の中性子散乱装置を使わせて貰っ

た際、自分の取ったデータが欧米の装置で得られたデータ

と比較して余りにも劣っていた事に驚愕した事が契機でし

て、日本に戻ってからは「欧米の装置に負けない」中性子

散乱研究をする事を常に肝に銘じています。 

中性子散乱で良い結果を得る為の要素は、「中性子強

度」・「実験装置」・「試料」・「解析」が挙げられます。私が

日本に戻った頃、「中性子強度」では欧米との差は埋め難

く、従って、それ以外の要素で対抗するしか方法がありま

せんでした。実際、物性研在職中は、SANS-U と iNSE

という JRR3 の２台の中性子散乱実験装置の高度化に取り

組むとともに、試料に部分重水素化を施すコントラスト変

調法を駆使して多体系の物性研究を行い、また良い共同研

究者にも恵まれ、結果として研究成果に恵まれ、無事に物

性研を「卒業」する事が出来ました。しかしながら、

JAEA に移籍した直後に東日本大震災が発生し、JRR3 の

再稼働の目処が立たないまま、2013年にKEKに異動し、

以来、J-PARC MLF での中性子スピンエコー装置の開発

に従事しています。 

J-PARC MLF の中性子源は、震災を乗り越えて徐々に

その出力を挙げ、現時点においてパルス中性子源としては

世界最高の中性子強度(１パルス当たり)を達成するに至り

ました。遂に日本において「中性子強度」という点でも世

界のトップに立ち、私が大学院生で研究を始めた頃には想

像できなかった研究環境が実現しました。この状況は今後

10 年以上継続する事になりますので、その間に更に良い

研究成果を上げるべく努力を重ねて行きたいと考えており

ます。 

さて、今回客員所員を引き受けたのは、震災により 10

年以上の停止を余儀なくされた JRR3 の再稼働に際し、昔

担当していた iNSE の再立ち上げに協力する事が目的の一

つでした。残念ながら JRR3 停止の間、iNSE はほぼ手付

かずの状態でした。実験ホールに入って久しぶりに装置と

対面した時、「時が止まった」様な感覚に襲われました。

iNSE に限らず、中性子スピンエコー装置は世界に 10 台

しか存在せず、開発はもちろん維持管理も難しい装置です

ので、装置の再起動を決意してくれた山室教授と眞弓准教

授、実務に当たっている小田助教、及び附属中性子科学研

究施設のスタッフの皆様に改めて感謝申し上げます。

iNSEは、JRR3改造に伴い1990年代初頭から装置建設が

始まり、代々の装置担当者(現在の小田さんで 5 代目)の不

断の努力の結果として、装置が存続しております。昨年度

中は、中性子スピンエコー信号の観測に無事辿り着き、い

よいよ今年度から本格的な運用が期待されるところまで辿

り着きました。前代の装置担当者として、装置が見事に復

活を遂げたのは非常に嬉しい限りで、多少なりとも協力す

る事ができ、今回良い機会を頂いたと思っております。ま

た一緒に活動して、小田さんの装置に関する理解の深さと、

眞弓さんの運営能力の高さに感銘を受けました。今後の物

性科学及び中性子科学の発展に必ずや寄与してくれるもの

と期待しています。 

最後に、今後の JRR3 における中性子科学研究への期待

を述べたいと思います。J-PARC の中性子源が JRR3 の

中性子源を大きく凌駕してしまった今後においても、

JRR3 では質の高い研究が可能です。むしろ、一般的な

「共同利用」は J-PARC にある程度任せ、研究・教育に

じっくりと時間を割いても良いのではないかと個人的には

思います。私がドイツで博士課程の研究をさせて頂いた際、

ほぼ毎月、原子炉で実験する機会を得ており、サイエンス

と装置が良い研究の両輪である事を実感する事ができまし

た。J-PARC MLF では、装置側と利用側との分業が極端

客員所員を経験して
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に進みつつあり、その結果、装置側は装置の維持管理で一

杯一杯になってしまい、利用側は装置の特性を活かした研

究が提案できない状況になりつつある事を危惧しています。

JRR3 で(多少共同利用は犠牲にして)サイエンスと装置と

が密接にリンクした研究を積極的に推進する事で、その様

な現状を打破する推進剤となってくれる様な人材が出てく

れるのではないか？と無責任に考えつつ、ペンを置きます。 
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